
まちづくり懇談会が
開催されました！

　平成19年２月３日（土）にまちづくり懇談会が開催され、研究会会員をはじ

め諏訪町にお住い等の方々31名、南地区選出議員（高橋文雄議員）１名、ま

ちづくり専門家（㈱都市計画センター職員）２名、市職員３名で開催されました。

　まちづくり研究会ではまちづくり懇談会にて出された意見等をもとに、３回の

議論を行い、以下に示した「検討方向」をまとめました。

【懇談会の内容】

　　　■諏訪町のこれまでの経過及び都市計画の状況について
　　　■諏訪町まちづくり研究会の活動報告について
　　　■意見交換及び質疑応答
　　　■諏訪町まちづくりの今後の活動について

【地域住民からの主な意見・要望】

　　　住民の皆さんからの活発な意見をいくつか紹介します。

①秦野駅に近接する地区でありながら公共下水道が整備されていません。
　適切な整備・対応を望みます。
②「このままでは諏訪町だめになる。今、何とかしなければいけない。」
　という危機感をもちながら、今出来ることを模索する必要がある。
③道路環境を改善するために、道路拡幅用地として１ｍでも２ｍでも取ら
　れることは、沿道の住民にとっては大変な問題であるが、みんなで知恵
　をしぼり、なんとかまちづくりを進める必要がある。
④土地区画整理事業により面的に整備を進めるのか、負担が少なくなるよ
　う、道路の拡幅など部分的に整備し生活環境を整えるのか、地域住民の
　意見を聞いてから進めるべきである。
⑤諏訪町の将来を検討する懇談会なのだから、諏訪町に住む全員が出席で
　きるような懇談会の開催を望みます。　　　　　　　※裏面に続きます

①区画整理方式で全体的な整備を

　行うのか、また、道路だけ整備

　するのか、市の方針が不明瞭で

　す。

②駅前でありながら、公共下水道

　が整備されていないのはなぜで

　すか。

③市施行で整備できないのなら、

　土地区画整理事業の都市計画決

　定を解除したらどうか。

①市では、「地元組織との協働によるまち

　づくりを進める」としており、整備手法

　・整備主体は、その協議経過の中でおの

　ずと決まると考えます。

②市では、まちづくりの方針や構想がまと

　まれば整備するとしていますので、早期

　にまちづくりを地元としてまとめましょ

　う。

③市の説明では、現行の都市計画制度では、

　単に都市計画決定を廃止できないものと

　しています。

　

項目　　�意 見 ・ 要 望 等� 　　　　　研 究 会 等 で の 検 討 方 向

市
に
対
し
て
の
意
見
・
不
満
等

平成19年 ９月 発行

５



項目　　�意 見 ・ 要 望 等� 　　　　　研 究 会 等 で の 検 討 方 向

①基本的な方針については、住民の意

　見を聞いてから進めるのか。

②私たちは、土地区画整理事業を反対

　しているのではなく、まちづくりを

　進めてほしいと思っています。

③研究会で決定した事項を懇談会で説

　明するのはおかしいと思う。

④今後のまちづくりを、区画整理によ

　って進めるのかの住民アンケート等

　を行い意向を把握してからまちづく

　りを進めたらどうか。

①現道利用を優先した道路整備を図る

　と説明しているが、図面では示され

　ていない。この程度の図面で話が進

　むのか不安です。きちんとした図面

　で構想を示す必要があると思う。

②現道利用だけでなく、休耕地も利用

　すべきと考えるが。

③構想図では、現道を優先しているが

　計画幅員はどの程度で検討している

　のか。

④小宅地の住民としては１～２ｍ取ら

　れるとかなり厳しいが。

⑤この構想図で道路等が承認されたと

　いう事でなく、イメージと言うこと

　か。

①「諏訪町まちづくりニュース」を発行

　し情報提供を行うとともに、多くの皆

　さんが研究会や懇談会に参加していた

　だければと考えています。

②研究会では、まちづくりの手法を、土

　地区画整理事業だけとは考えていませ

　ん。地元の方の負担の少ない手法はな

　いか、市担当者と検討しながら進めて

　います。

③研究会は決定機関ではありません。平

　成13年2月の懇談会で研究会の設置が

　承認され、その際、研究会は決定機関

　でないことを確認しています。

④研究会としては、まちづくりの方向性

　の議論が進み、意向の把握が必要にな

　った段階で再度検討します。

①研究会ではどの様な街にしようか議論

　を進めてきました。その結果、最低限

　の提案として示した図面であることを

　ご理解いただきたい。研究会では現道

　拡幅による道路整備を基本としながら、

　どこにどの程度の道路が必要かを検討

　しています。

②今後検討してまいります。

③原則６ｍ以上としていますが、今後、

　皆さんの意見を伺いながら検討します。

④ご意見として伺いますが、今後皆さん

　とともに知恵を出しながら具体的に進

　めていきます。

⑤地区内で必要とされる主要区画道路を

　示したもので、今後皆さんと協議して

　まいります。
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事務局
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秦野市都市部内（担当：二宮、澁谷）

Tel：0463-82-5111 内線:2585  Fax:0463-82-7410

Ｅ ｍａｉｌ：t o s i d u k u r i ＠　ｃｉｔｙ  . ｈａｄａｎｏ . ｋａｎａｇａｗａ  . ｊｐ

三杉　幸太郎 , 瀬戸　洋三  ,  石塚　　憲  ,  石塚　重男   ,  三杉　光夫
北村　敏夫   , 小川　正良  ,  矢野　直吉  ,  杉崎　まち子 ,  北村　龍夫
小林　和弘 　, 石塚　秀雄  ,  飯田　房代  ,  三杉　克篤   ,  飯田　憲一
横溝　英男   , 熊澤　節子  ,  加藤　幸徳  ,  矢嶋　良和
                                              (順位不同）    以上　19名

●
研究
会の会員です●

　研究会では、多くの住民のみなさんとともに
諏訪町のまちづくりについて考えていきたいと思っています。

　いっしょに活動していただける方を募集いたします。

　是非、みなさんお誘い合わせのうえ、ご参加ください。

お待ちしております。

　なお、詳しくは下記の事務局まで

お問い合わせください。

会員募
集中！

　まちづくり研究会は、だれでも自由に参加でき、諏訪町のみなさんか

ら承認された、諏訪町のまちづくりを考える研究会です。

　まちづくり懇談会でのみなさんの意見、要望を受け、それらの課題を

整理して、まちづくりを進めるために課題等を検討し、まちづくりの実

現に向けがんばります。

　検討内容は、随時「まちづくりニュース」や「懇談会」を開催し、お

知らせします。

これから
も、まちづくり研究会は、まちづくりを進めます


